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(57)【要約】
【課題】携帯端末機においてロッキング位置を内部に移
動させて携帯端末機本体の底面外観が優れた携帯端末機
のカバーロッキング装置を提供する。
【解決手段】携帯端末機のカバーロッキング装置であっ
て、本体と、バッテリーカバーと、前記本体と前記バッ
テリーカバーを選択的に着脱させるロッキング部とを有
し、前記ロッキング部により提供される前記バッテリー
カバーのロッキング又はロッキング解除位置は、外部に
露出しないように前記本体の内部に隠されて配置される
。
【選択図】　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末機のカバーロッキング装置であって、
　本体と、
　バッテリーカバーと、
　前記本体と前記バッテリーカバーを選択的に着脱させるロッキング部とを有し、
　前記ロッキング部により提供される前記バッテリーカバーのロッキング又はロッキング
解除構造は、外部に露出しないように前記本体の内部に隠されて配置されることを特徴と
する携帯端末機のカバーロッキング装置。
【請求項２】
　前記バッテリーカバーのロッキング又はロッキング解除構造は、前記本体内部とバッテ
リーカバー内部との間に配置されることを特徴とする請求項１に記載の携帯端末機のカバ
ーロッキング装置。
【請求項３】
　携帯端末機のカバーロッキング装置であって、
　本体と、
　前記本体から着脱されるカバーと、
　前記本体とカバーとの間に配置され、スライディングにより前記本体からカバーを着脱
させるロッキング部とを有し、
　前記ロッキング部は、前記カバーに形成された少なくとも一つの係止部と、
　少なくとも一つの開口部と係止突起が備えられ、摺動に基づいて前記係止部と係合又は
係合解除され、前記カバーを本体から着脱させるロッカーとから構成されることを特徴と
する携帯端末機のカバーロッキング装置。
【請求項４】
　前記係止部は、一対で構成され、前記カバーの底面から垂直下方に延長され、端部がフ
ック形状であり、前記端部が前記本体後方に向けて前記本体に配置されることを特徴とす
る請求項３に記載の携帯端末機のカバーロッキング装置。
【請求項５】
　前記開口部は前記本体の背面に対面し、前記係止突起は前記本体前方に突出され、前記
開口部の間に前記係止突起が配置されることを特徴とする請求項３に記載の携帯端末機の
カバーロッキング装置。
【請求項６】
　前記ロッキング部は、前記本体の底面に形成され、前記ロッカーを拘束している状態で
摺動させるスライディングガイド開口部と、
　前記スライディングガイド開口部と接するように形成され、前記本体の前方に延長され
、前記係止突起の端部が係合される少なくとも一つの凹部とを含むことを特徴とする請求
項５に記載の携帯端末機のカバーロッキング装置。
【請求項７】
　前記カバー底面と、前記ロッカーの上面及び本体の底面とは、相互に対面して接するよ
うに配置され、前記ロッカーは前記カバーと本体との間で平行に拘束された状態で密着し
て摺動することを特徴とする請求項３に記載の携帯端末機のカバーロッキング装置。
【請求項８】
　前記カバーは、バッテリーカバーとして構成されることを特徴とする請求項３に記載の
携帯端末機のカバーロッキング装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯電話、スマートフォン、ＰＭＰ、ＭＰ３、ウェブパッド、タブレットＰＣ
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などを含む携帯端末機に関し、特に携帯端末機のカバーのロッキング装置、より詳細には
バッテリーカバーのロッキング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、携帯電話、スマートフォンなどを含む携帯端末機は、電源供給のためにバッテリ
ーが備えられている。このようなバッテリーは、再充電のために携帯端末機の本体に脱着
型又は内蔵型で構成される。
【０００３】
　また、携帯端末機に採用されるバッテリーは本体に内蔵され、別途のバッテリーカバー
は着脱可能に取り付けられ、それによって内蔵されたバッテリーは、再充電して使用され
る。上記したバッテリーとバッテリーカバーを備える携帯端末機は、バッテリーカバーを
着脱するためのロッキング装置が備えられる。
【０００４】
　図１～図３に示すように、バッテリー（図示せず）とバッテリーカバー１１０は、携帯
端末機本体１００の底面に装着される。バッテリーを外部に取り出して再充電するために
は、その本体１００の底面にロッキングされているバッテリーカバー１１０のロッキング
状態を解除すべきである。このようなロッキング装置は、ユーザーの力によってスライデ
ィングするスライドノブ１２１を移動させてバッテリーカバー１１０を着脱する構造から
なされる。スライドノブ１２１は、バッテリーカバー１１０の外部表面に露出するように
配置され、ユーザーの強制的な操作が可能であり、左側又は右側に移動してバッテリーカ
バー１１０を本体１００の底面からロッキングさせ、あるいはロッキング解除させる。
【０００５】
　図２はバッテリーカバー１１０のロッキング解除状態を示し、図３はバッテリーカバー
１１０のロッキング状態を示す。バッテリーカバー１１０のロッキング状態では、ロッカ
ー１２０に備えられる溝とバッテリーカバー１１０に形成されている突起１１４が結合（
係合）されることによって、バッテリーカバー１１０の離脱を防止する。バッテリーカバ
ー１１０のロッキング解除状態では、バッテリーカバー１１０は、溝から突起１１４が全
く離脱された場合に離脱が可能になる。
【０００６】
　しかしながら、図１に示すように、従来のカバーロッキング装置は、カバーのロッキン
グ又はロッキング解除のために突起１１４（領域Ａ）が外部に露出するが、これは、携帯
端末機の外観上良くない。特に、携帯端末機の底面は、主にバッテリーパックやバッテリ
ーカバーの着脱のためにロッキング装置が位置するため、ユーザーのために単純で、美麗
な外観が重要視されている。
【０００７】
　また、従来のカバーロッキング装置は、突起が外観に全部露出する構造からなり、ロッ
カーの反復使用時に摩耗による外観の損傷も発生し、塗装の適用時、摺動が激しくて塗装
固まりも発生するという問題があった。さらに、従来のカバーロッキング装置は、突起が
カバーに形成されてカバーの厚さが厚くなるという問題もあった。
　したがって、携帯端末機の外観に優れ、特に底面が単純な美麗さを持ちつつスリム化に
寄与できるロッキング装置が要求されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】韓国特許第１０－０６３０１８６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　そこで、本発明は上記従来のカバーロッキング装置における問題点に鑑みてなされたも
のであって、本発明の目的は、携帯端末機においてロッキング位置を内部（ユーザーが見
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られない位置）に移動させて携帯端末機本体の底面外観が優れた携帯端末機のカバーロッ
キング装置を提供することにある。
【００１０】
　また、本発明の他の目的は、携帯端末機の外観、特に携帯端末機底面の外観、さらにバ
ッテリーカバーの外観を美麗にするカバーロッキング装置、又は、バッテリーカバーの厚
さをスリムにできるカバーロッキング装置、又は、耐久性が向上した携帯端末機のカバー
、特にバッテリーカバーロッキング装置である携帯端末機のカバーロッキング装置を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するためになされた本発明による携帯端末機のカバーロッキング装置は
、携帯端末機のカバーロッキング装置であって、本体と、バッテリーカバーと、前記本体
と前記バッテリーカバーを選択的に着脱させるロッキング部とを有し、前記ロッキング部
により提供される前記バッテリーカバーのロッキング又はロッキング解除構造は、外部に
露出しないように前記本体の内部に隠されて配置されることを特徴とする。
【００１２】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による携帯端末機のカバーロッキング
装置は、携帯端末機のカバーロッキング装置であって、本体と、前記本体から着脱される
カバーと、前記本体とカバーとの間に配置され、スライディングにより前記本体からカバ
ーを着脱させるロッキング部とを有し、前記ロッキング部は、前記カバーに形成された少
なくとも一つの係止部と、少なくとも一つの開口部と係止突起が備えられ、摺動に基づい
て前記係止部と係合又は係合解除され、前記カバーを本体から着脱させるロッカーとから
構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る携帯端末機のロッキング装置によれば、ロッキング装置は携帯端末機の外
部に突出せず、本体内に隠されるように配置され、外観、特に本体底面の外観、より詳し
くは本体底面のバッテリーカバーの外観に優れるという効果を有する。
　また、本発明によるロッキング装置は、バッテリーカバーの厚さをスリムにし、ロッキ
ング構造が外部環境から遮断されるので、耐久性を向上させるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】従来の携帯端末機のバッテリーカバーロッキング装置を示す平面図である。
【図２】従来の携帯端末機のバッテリーカバーのロッキング解除状態を示す断面図である
。
【図３】従来の携帯端末機のバッテリーカバーのロッキング状態を示す断面図である。
【図４】本発明による携帯端末機のカバーロッキング装置を示す平面図である。
【図５】本発明による携帯端末機のカバーロッキング装置の構成を示す分離平面図である
。
【図６】本発明によるカバーロッキング装置の本体底面を示す平面図である。
【図７】（ａ）は本発明によるカバーロッキング装置のロッカーを示す平面図であり、（
ｂ）は（ａ）の一側面図である。
【図８】（ａ）は本発明によるカバーロッキング装置のカバー前面に形成された係止部を
示す斜視図であり、（ｂ）は（ａ）の一側面図である。
【図９】本発明による本体の底面上にロッカーが置かれた状態を示す斜視図である。
【図１０】（ａ）は本発明によるカバーロッキング装置のロッキング解除状態を示す平面
図であり、（ｂ）は（ａ）に示すカバーロッキング装置の内部構成の一部を示す斜視断面
図である。
【図１１】（ａ）は本発明によるカバーロッキング装置のロッキング状態を示す平面図で
あり、（ｂ）は（ａ）に示すカバーロッキング装置の内部構成一部を示す斜視断面図であ
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る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、本発明に係る携帯端末機のロッキング装置を実施するための形態の具体例を図面
を参照しながら説明する。
　図面の説明において、同一の構成要素に対しては同一の参照番号及び符号を使用して説
明する。
【００１６】
　図４は、本発明による携帯端末機のカバーロッキング装置を示す平面図であり、図５は
、本発明による携帯端末機のカバーロッキング装置の構成を示す分離平面図である。
　図４及び図５に示すように、本発明によるロッキング装置は、携帯電話、スマートフォ
ン、ＰＭＰ、ＭＰ３、ウェブパッド、タブレットＰＣなどを含む携帯端末機用カバー２１
のロッキング装置に採用され、特にバッテリーカバーのロッキング装置に採用される。こ
のロッキング装置は、本体を構成するハウジングに含まれる。
【００１７】
　ロッキング装置は、本体２０と、カバー２１と、本体２０からカバー２１を着脱するロ
ッキング部とから構成され、特に、本発明によるロッキング装置は、カバー２１のロッキ
ング又はロッキング解除位置が本体２０の内部に隠されるように配置して外部に露出しな
い。
　また、ロッキング装置は、本体２０の内部とカバー２１の内部との間に配置され、ロッ
キング位置が外部環境から露出しなくて保護される。さらに、本発明によるロッキング装
置は、携帯端末機に採用されたカバー２１のロッキング装置として採用されることが好ま
しい。本発明の実施形態では、バッテリーカバーに採用されることを実施形態として説明
する。
【００１８】
　図４に示すように、ロッカー２２のスライドノブ２２０（図７（ａ）に図示）が外部に
露出している。スライドノブ２２０が左側に摺動すると、カバー２１のロッキング状態が
解除され、スライドノブ２２０が右側に摺動すると、カバー２１がロッキングされる。カ
バー２１のロッキング状態が解除されると、ユーザーは、図示していないバッテリーを本
体内部で取り出して再充電できる。
【００１９】
　図５に示すように、本発明によるロッキング装置は、本体２０と、カバー２１と、本体
２０とカバー２１との間に配置され、本体２０からカバー２１を単純なユーザーの操作に
よって着脱させるロッキング部である、具体的にはロッカー２２を含む。ロッカー２２は
、摺動して本体２０とカバー２１との間に配置されて本体及びカバーと一緒にロッキング
構造を提供する。
【００２０】
　図６は、本発明によるカバーロッキング装置の本体底面を示す平面図であり、図７の（
ａ）は本発明によるカバーロッキング装置のロッカーを示す平面図であり、（ｂ）は（ａ
）の一側面図であり、図８の（ａ）は本発明によるカバーロッキング装置のカバー前面に
形成された係止部を示す斜視図であり、（ｂ）は（ａ）の一側面図であり、図９は、本発
明による本体の底面上にロッカーが置かれた状態を示す斜視図である。
【００２１】
　図６～図８（ｂ）に示すように、本発明によるカバーロッキング装置の構成は、カバー
２１に形成された少なくとも一つの係止部（２１４、２１６）と、少なくとも一つの開口
部（２２１、２２２）と、係止突起２２３、２２４が各々備えられるロッカー２２とで構
成される。
　摺動するか否かによって、ロッカー２２は、本体２０からカバーを着脱可能にする。例
えば、図６に示す‘Ｘ’軸はロッカー２２のスライディング方向を示し、‘Ｙ’軸は本体
２０の前方又は後方を示し、‘Ｚ’軸は本体２０の垂直上方又は下方を示す。
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【００２２】
　図６、図８（ｂ）、図９に示すように、本体２０は、底面の所定領域にロッカー２２が
拘束状態で配置されて線形にスライディングするために、Ｙ軸方向に伸びるスライディン
グガイド開口部２１０を有する。
　スライディングガイド開口部２１０は、左右方向に線形に伸び、ロッカー２２の長さよ
り若干長く延長される。このような構成で、ロッカー２２は、スライディングガイド開口
部２１０に安着してユーザーによって安全にスライディング可能になる。
　また、スライディングガイド開口部２１０は、ロッカー２２のロッキングボディ２２５
が挿入される溝を有する。
【００２３】
　スライディングガイド開口部２１０は、カバー２１に形成された係止部２１４、２１６
が配置されるための少なくとも一つの凹部をさらに備える。この凹部は、スライディング
ガイド開口部２１０と接するように形成され、相互に対立する第１及び第２の凹部２０２
、２０３で構成される。これら第１及び第２の凹部２０２、２０３は、対向するように配
置され、本体２０の前方に伸び、係止部２１４、２１６のそれぞれの端部２１４ａ、（２
１６ａ；図示せず）と係合する。第１及び第２の凹部２０２、２０３は、相互に同一の構
成、すなわち所定の深さで凹んだ形状で設けられる。
【００２４】
　図７（ａ）、（ｂ）に示すように、ロッカー２２は、長い形状を有し、スライディング
ガイド開口部２１０に配置されてユーザーの力によって左右に摺動する。ロッカー２２は
、常に露出するように配置され、上面に垂直上方に突出されたスライドノブ２２０が形成
され、底面にはロッキングボディ２２５が形成される。
　ロッカー２２は、少なくとも一つの開口部を備えており、本実施形態では開口部は、相
互に対立する第１及び第２の開口部２２１、２２２で構成され、これら第１及び第２の開
口部２２１、２２２の間に第１及び第２の係止突起２２３、２２４が各々備えられる。第
１及び第２の開口部２２１、２２２は、本体２０の後方に各々開放されるように形成され
、第１及び第２の係止突起２２３、２２４は、本体の前方に各々突出するように形成され
る。
【００２５】
　図８（ａ）、（ｂ）、図９に示すように、カバー２１は、バッテリーカバーであり、底
面２１２に垂直下方に伸びる少なくとも一つの係止部（２１４、２１６）を備える。係止
部（２１４、２１６）は、一対からなり、端部（２１４ａ、２１６ａは図示せず）はフッ
ク形状からなり、本体２０の後方に配置される。カバー２１が本体２０にロッキングされ
た状態であると、係止部（２１４、２１６）は、第１及び第２の凹部２０２、２０３に配
置され、その端部（２１４ａ、２１６ａ）が係止突起（２２３、２２４）の下方に配置さ
れる。
【００２６】
　ロッカー２２の移動に従って、カバー２１は、ロッキング又はロッキング解除状態とな
る。すなわち、ロッカーの第１及び第２の係止突起２２３、２２４が各々係止部（２１４
、２１６）の端部にあると、カバー２１は、ロッキング解除状態となる。すなわち、カバ
ーの係止部（２１４、２１６）は、第１及び第２の開口部２２１、２２２から解除され、
カバー２１は、本体２０から分離可能になる。このカバー２１の上面には、スライドノブ
か外部に露出してユーザーが操作可能なようにスライディング開口部２０１が備えられる
。
【００２７】
　図１０の（ａ）は、本発明によるカバーロッキング装置のロッキング解除状態を示す平
面図であり、（ｂ）は（ａ）に示すカバーロッキング装置の内部構成の一部を示す斜視断
面図であり、図１１の（ａ）は、本発明によるカバーロッキング装置のロッキング状態を
示す平面図であり、（ｂ）は（ａ）に示すカバーロッキング装置の内部構成一部を示す斜
視断面図である。



(7) JP 2012-105276 A 2012.5.31

10

20

　カバー２１の底面は、ロッカー２２の上面及び本体２０の底面と相互に対面して接する
ように配置され、ロッカー２２は、カバー２１と本体２０との間で平行に拘束状態で密着
して摺動されるので、カバー２１を本体２０にロッキングし、あるいはロッキングを解除
させる。
【００２８】
　尚、本発明は、上述の実施形態に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱
しない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００２９】
　２０　　本体
　２１　　カバー
　２２　　ロッカー
　２０１　　スライディング開口部
　２０２、２０３　　（第１及び第２の）凹部
　２１０　　スライディングガイド開口部
　２１４、２１６　　係止部
　２１４ａ　　係止部の端部
　２２０　　スライドノブ
　２２１、２２２　　開口部
　２２３、２２４　　係止突起
　２２５　　ロッキングボディ
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